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①夫・芥川龍之介からの中国土産
贈り物をあまりしなかった龍之介から婁・文へのプレゼント。

芥lii文・述『追想芥j帽昌之介』にも書かれた思い出の一品。

②文展のおしどり画家、池田蕉圏・輝方の合作
「漫才」の語源となった民俗芸能「萬歳（まんぎい）」をモチーフにした画幅。

夫・輝方が描いたもう一方の画幅と合わせて展示予定。

③佐多稲子が語る言葉の面白さ
「話し言葉」への興味を綴った原稿。田端で詩誌『駈馬』の同人たちと

語り合った稲子は、のちに作家の道を歩んだ。

④女性に光をあてた名言！
日本初の女性文芸雑誌『青鞘』に、創刊の辞として

平塚らいてうが寄せた言葉を綴った色紙。多くの人々を勇気づけた。

⑤夫・室生犀星編集の道句集
犀星や家族を支え、病を患ってからも俳句や日記を書き続けたとみ子。

とみ子の没後、犀星は妻の書いたものを集めて、私家版で刊行した。

⑥文学の道で生きようとする女性を描いたデビュー作
山田順子の自伝的小説，竹久夢二が本作の装帳を手掛けたことをきっかけに

恋仲となった。順子は夢二や徳田秋声の作品のモデルとしても知られる。

⑦田端が文士芸術家村であることを世に出した意欲作！
幼少期を田端で過ごした近藤富枝。膨大な資料と取材により書き上げられた

本書は、田端文士芸術家村を後世に伝える重要な一冊となった。

田端文士村記念館〒114－8523東京都北区田端6－1－2℡03－5685－5171

JR山手線・京浜東北線「田端駅」北口より徒歩2分※駐車駐輪場は隣接の有料施設をご利用ください。
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